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（１） 「東京国際金融センター」構想の実現に資するビジネス交流機能の導入 （２） 国際都市東京の魅力を高める都市観光機能の導入

八重洲八重洲八重洲

銀座銀座銀座
有楽町有楽町有楽町

大手町大手町大手町

丸の内丸の内丸の内

神田神田神田

日本橋日本橋日本橋

都市観光機能都市観光機能都市観光機能

常盤橋常盤橋常盤橋
常盤橋常盤橋常盤橋
東京駅東京駅東京駅

日本の中央銀行

日本銀行

大手銀行本店等、
金融関連機能が集積

大手町・丸の内

日本最大の金融商品取引所

東京証券取引所

■展望機能イメージ

富士山富士山富士山 東京都庁東京都庁東京都庁東京タワー東京タワー東京タワー

EGG JAPAN 
（日本創生ビレッジ）

大手町・丸の内・有楽町
集積ゾーン

大手町・丸の内・有楽町
集積ゾーン

大手町・丸の内・有楽町
集積ゾーン

日本橋
集積ゾーン
日本橋
集積ゾーン
日本橋
集積ゾーン

（仮称）海外企業等
支援センター

（2016 年度開設予定）

八重洲
集積ゾーン
八重洲
集積ゾーン
八重洲
集積ゾーン

東京金融ビレッジ

● 「東京国際金融センター」構想の実現に向けた拠点機能の整備 ● 東京駅前に日本・東京の都市観光力を強化する機能の整備
・金融拠点やビジネス交流拠点の整備により金融の中枢機能が集積する大手町地区から

兜町地区までの金融軸を強化

・交通機能の集積をいかし、展望機能などの導入機能の検討を進め、国際都市東京の魅力を

高める観光機能の整備により、都市観光力を強化

◇ 常盤橋地区での取組 （国家戦略特区シンポジウム資料を基に作成） ◇ 常盤橋地区での取組

○ 都市観光力を強化する

　機能の整備

・展望機能など導入機能を検討

兜町兜町兜町

西日本西日本

東日本東日本 東北東北

全国全国 世界世界

全国全国 世界世界

上野

北陸新幹線

リニア中央新幹線
東海道新幹線

成田

池袋

新宿

渋谷

品川

羽田

六本木
虎ノ門

東北新幹線
オープンスペース
のネットワーク

北陸北陸

国家戦略特区により新たに導入すべき機能既存のポテンシャル

＜大手町・丸の内・有楽町＞

・（仮称）海外企業等支援センター　　　　

　（2016 年度開設予定）

・東京金融ビレッジ

・ EGG JAPAN（日本創生ビレッジ）

［ 大手町・丸の内・有楽町地区の取組実績 ］

＜常盤橋＞ ＜常盤橋＞＜兜町＞

○ 国内外の金融機関の

集積をいかした金融

拠点の整備

○ 大手銀行本店等、金融関連機能

   が集積

○ 国際金融人材の交流

を促進するビジネス

交流拠点の整備

○ 資産運用業者等の

起業・発展の支援

拠点の形成

＜有楽町＞
○ MICE 機能等の拡充に

　よる観光拠点の整備

＜八重洲＞
○ 国際空港や地方都市を結ぶ

大規模バスターミナル

○ 多様な交通機能の集積地で

　ある東京駅

○ 東京駅周辺の観光資源

○ 投資家と企業との

対話・交流促進拠点

の形成

水と緑のネットワーク

・東京駅

・皇居

・日本銀行

・歌舞伎座

・常盤橋門跡

東京の歴史や魅力を伝える
豊富な観光資源

日本有数の商業エリア

・東京駅

・八重洲バスターミナル

国内外を問わず多くの人が
行き交う東京の玄関口

世界への発信力
を高める様々な
コンテンツ

交通の集積をいか
した国内外からの
アクセスの中心

東京証券会館

東京駅東京駅東京駅

凡
例

ビジネス交流拠点

主な銀行・証券会社・
保険会社本店

常盤橋常盤橋常盤橋

大手町大手町大手町

金融軸
金融軸
金融軸

国家戦略特区により新たに導入すべき機能既存のポテンシャル

２．  国際競争力強化を図る都市機能の整備
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（１） 災害復旧活動の拠点となる広場整備と帰宅困難者対策 （２） 自立・分散型エネルギーの導入と水の自立化

（３） 省エネルギー化による環境負荷低減

【Ｄ棟】

【Ｃ棟】

非常用
発電機

コージェネレーション
システム

受水
槽

受水
槽汚水

下水道下水道

下水
ポンプ施設 変電所

大手町地区
（地域冷暖房施設）

上水

地域
冷暖房
施設

災害復旧活動拠点災害復旧活動拠点災害復旧活動拠点

汚水

汚水

非常用
発電機 地域

冷暖房
施設

井水（雑用水）

面的エネルギーのネットワークの形成面的エネルギーのネットワークの形成面的エネルギーのネットワークの形成
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● 災害時においてもエネルギー供給が可能な大規模広場や建物の整備により、
災害復旧活動拠点と帰宅困難者支援機能を整備

INININ

INININ

INININ

OUTOUTOUT

OUTOUTOUT

OUTOUTOUT

（特定緊急輸送道路）

（特定緊急輸送道路）

（特定緊急輸送道路）

江
戸

通
り

▼地上▼地上▼地上

▼地下▼地下▼地下

神田地区へ

日本橋地区へ日本橋地区へ

【Ｄ棟】
下水施設

【Ｂ棟】

【Ａ棟】

常盤橋
公園
常盤橋
公園
常盤橋
公園

大規模広場大規模広場大規模広場

【地下駐車場】【地下駐車場】【地下駐車場】

首都高速道路八重洲線
（特定緊急輸送道路）

永代通り
永代通り
永代通り

区
道

1004号
線線

区
道

104号
線

区
道

104号
線

災害復旧活動へ災害復旧活動へ災害復旧活動へ

東京駅

再整備再整備再整備

◇ 整備イメージ

帰宅困難者の
一時滞在施設

復旧活動スペース
物資集配スペース

一時滞留スペース
災害情報等の情報
提供ツール

常盤橋
防災船着場
常盤橋
防災船着場
常盤橋
防災船着場

・下水道等インフラ復旧の活動スペースの提供

・災害復旧活動を支える非常用コンセント・テント　

設置用アンカー等の整備と井水の活用

・建物内トイレの提供

・常盤橋防災船着場等と連携した物資集配スペースの

提供（大規模広場、特定緊急輸送道路と直結した地下駐車場）

・常盤橋防災船着場の再整備（バリアフリー化等）

・一時滞留スペースの確保（約6,000㎡）

・帰宅困難者の一時滞在施設の整備　
（約 5,500 ㎡、約 3,300 人）

・災害や交通の情報提供ツールの整備

・防災備蓄倉庫の整備　　　　　　　
（約 250 ㎡、約 3,300 人 ×３日分）

帰宅困難者支援機能 災害復旧活動拠点

物資等物資等物資等

物資等物資等物資等
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凡例

災害復旧活動の展開

緊急輸送道路等との
ネットワーク

●  高効率コージェネレーションシステムとデュアルフューエル対応型非常用発電機等の導入
●  災害用井戸の活用により、雑用水（トイレ洗浄水）を確保

● 東京都建築物環境計画書制度(PAL＊、ERR)の段階３を目指す
● CASBEEの「Sランク」を目指す

◇ 災害時における電力と水の自立型システムイメージ

・外気冷房、昼光利用

・未利用エネルギーの活用の検討　 など

自然エネルギー・水資源の有効利用
・BEMS 装置導入

・地域冷暖房施設（DHC）サブプラントの設置　など

※建物竣工時期にあわせ、その時代のニーズや環境技術の発展に配慮した取組内容を実施

※建物竣工時期にあわせ、その時代のニーズやエネルギー供給システムの発展に配慮した取組内容を実施

エネルギーの効率的利用と省エネルギー

熱負荷の低減

・高遮熱断熱複層ガラスの採用

・日射遮蔽及び断熱性の向上　など

ヒートアイランド対策の推進

・緑化推進

・高反射性塗装の導入の検討　など

◇ 現時点における取組イメージ例

計画（浮桟橋）：水位変動に対応可能な浮桟橋へと再整備
　　　　　　　（併せてバリアフリー化も実現）
計画（浮桟橋）：水位変動に対応可能な浮桟橋へと再整備
　　　　　　　（併せてバリアフリー化も実現）
計画（浮桟橋）：水位変動に対応可能な浮桟橋へと再整備
　　　　　　　（併せてバリアフリー化も実現）

現況（固定桟橋）：水位変動による使用制限あり現況（固定桟橋）：水位変動による使用制限あり現況（固定桟橋）：水位変動による使用制限あり

■常盤橋防災船着場の再整備

３．  高度防災都市づくりと環境負荷低減
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